
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

Ａ
Ｉ
と
協
働
す
る
金
融
ビ
ジ
ネ
ス

日
本
銀
行
金
融
機
構
局

金
融
高
度
化
セ
ン
タ
ー
長

菅
野
浩
之

金
融
分
野
に
お
け
る

Ａ
Ｉ
活
用
の
方
向
性
と
可
能
性

人
間
と
Ａ
Ｉ
の
協
働
に
よ
り

「
業
務
効
率
化
」と「
収
益
力
の
向
上
」が
実
現

活
用
の
現
状
と

期
待
さ
れ
る
効
果

　

日
本
銀
行
金
融
機
構
局
・
金
融
高

度
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
考
査
・
オ
フ

サ
イ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
並
ぶ
「
第

３
の
対
話
チ
ャ
ネ
ル
」
と
し
て
、
金

融
機
関
の
経
営
・
リ
ス
ク
管
理
や
業

務
の
高
度
化
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
み
を
支
援
し
て
い
る
。
２
０
１

８
年
９
月
に
は
、
わ
が
国
の
金
融
業

界
で
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

「
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
金
融
の
高
度
化

に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ａ
Ｉ

Ｗ
Ｓ
）」
を
開
始
し
た
。
全
４
回
の

会
合
を
通
じ
、
Ａ
Ｉ
に
か
か
わ
る
専

門
家
や
実
務
家
が
金
融
機
関
に
よ
る

Ａ
Ｉ
活
用
の
可
能
性
と
限
界
、
留
意

点
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
を

行
っ
て
い
る
。

わ
が
国
の
金
融
機
関
に
よ
る
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
が
、
地
域
金
融
機
関
も
含
め
て
、
徐
々
に
広
が
っ
て
い
る
。
実

際
に
取
り
組
む
う
え
で
課
題
は
少
な
く
な
い
が
、
金
融
業
務
に
Ａ
Ｉ
を
効
果
的
に
活
用
す
れ
ば
、
業
務
の
効

率
化
や
稼
ぐ
力
の
引
上
げ
を
通
じ
て
、
低
下
傾
向
が
続
く
基
礎
的
収
益
力
の
底
上
げ
に
寄
与
し
う
る
。
働
き

方
改
革
の
一
策
と
も
な
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
さ
に
人
間
と
Ａ
Ｉ
が
協
働
す
る
世
界
だ
。
こ
う
し
た
動
き
が
今
後

と
も
進
展
し
て
い
く
こ
と
を
見
据
え
て
、
す
べ
て
の
金
融
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
と
身
の
丈
に
合
っ
た

対
応
や
対
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
Ａ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
で
の
議
論

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
金
融
分
野
に

お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用
の
方
向
性
と
可
能

性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
（
注
）。

＊　

＊　

＊

　

わ
が
国
の
金
融
業
界
で
は
、
伝
統

的
な
統
計
モ
デ
ル
に
加
え
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
自
身
が
デ
ー
タ
か
ら
知
識
・

法
則
を
反
復
学
習
に
よ
り
獲
得
す
る

「
機
械
学
習
」
モ
デ
ル
を
用
い
て
、

Ａ
Ｉ
を
利
活
用
す
る
動
き
が
広
が
っ

て
い
る
。
現
状
は
大
手
行
が
中
心
で

あ
る
も
の
の
、
地
域
金
融
機
関
で
も
、

実
証
実
験
を
経
て
、
実
装
化
す
る
例
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ＡＩと協働する金融ビジネス

が
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
（
図
表

１
）。

　

金
融
の
分
野
で
は
、
海
外
の
先
進

事
例
を
含
め
る
と
、
大
別
し
て
、
①

顧
客
対
応
、
②
市
場
取
引
・
資
産
運

用
、
③
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
④
信
用

評
価
（
審
査
）、
⑤
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
五
つ
の
類
型
で
Ａ
Ｉ
が
利
活

用
さ
れ
て
い
る
（
図
表
２
）。

　

い
ず
れ
も
、
人
間
で
は
処
理
で
き

な
い
膨
大
な
量
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、

精
度
の
高
い
予
測
判
断
を
、
高
速
か

つ
高
頻
度
で
継
続
的
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
Ａ
Ｉ
の
特
性
を
生
か
し
た
も

の
だ
。

　

も
っ
と
も
、
現
在
の
Ａ
Ｉ
は
、
例

え
ば
、
ド
ラ
え
も
ん
や
鉄
腕
ア
ト
ム

の
よ
う
に
自
我
や
意
識
を
持
っ
て
汎

用
的
に
作
業
を
行
う
こ
と
は
で
き
な

い
た
め
、
あ
く
ま
で
も
人
間
の
介
在

が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
人
間
の
仕

事
・
知
的
活
動
の
す
べ
て
が
Ａ
Ｉ
に

取
っ
て
代
わ
る
わ
け
で
は
な
く
、
い

わ
ば
Ａ
Ｉ
と
人
間
が
協
働
す
る
世
界

が
実
現
し
つ
つ
あ
る
。

　

Ａ
Ｉ
を
金
融
業
務
に
活
用
す
る
こ

と
で
期
待
さ
れ
る
効
果
（
図
表
３
）

は
、
第
一
に
、
業
務
の
効
率
化
で
あ

る
。

　

例
え
ば
、
日
々
大
量
に
行
わ
れ
る

取
引
を
精
査
し
、

不
正
を
検
知
す

る
作
業
（
類
型

⑤
）
を
Ａ
Ｉ
が

代
替
・
補
完
す

れ
ば
、
職
員
の

業
務
量
は
大
幅

に
削
減
さ
れ
る
。

マ
ネ
ー
・
ロ
ー

ン
ダ
リ
ン
グ
対

策
等
が
緊
要
な

課
題
と
な
る
な

か
、
Ａ
Ｉ
を
含

む
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル

の
活
用
は
そ
の

有
効
な
方
策
と

な
り
う
る
。

　

ま
た
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
業

務
（
類
型
①
）

で
は
、
Ａ
Ｉ
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ

て
24
時
間
体
制
で
自
動
応
答
さ
せ
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ト
レ
ー
デ
ィ

ン
グ
業
務
（
類
型
②
）
に
関
し
て
は
、

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
が
、
00

年
に
６
０
０
人
い
た
株
式
ト
レ
ー
ダ

ー
が
自
動
株
式
売
買
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

導
入
に
よ
り
17
年
に
は
２
人
に
な
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
は
、
厳
し
い
人

手
不
足
や
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
減
少
へ

の
対
応
（
省
力
化
、
業
務
の
均
質

化
）
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
働
き
方

改
革
や
魅
力
の
あ
る
職
場
づ
く
り
の

手
段
に
も
な
る
。
負
担
の
軽
減
や
よ

り
働
き
が
い
の
あ
る
仕
事
へ
の
シ
フ

ト
を
可
能
と
し
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
に
寄
与
し
う
る
か
ら
だ
。

ま
た
、
コ
ス
ト
の
削
減
に
加
え
、
結

果
的
に
浮
い
た
マ
ン
パ
ワ
ー
を
収
益

部
門
に
う
ま
く
振
り
向
け
ら
れ
れ
ば
、

収
益
力
の
改
善
に
も
資
す
る
。
さ
ら

に
は
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
の
う
え
、
こ
れ
ら
の

Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
活
用
を
含
め
た
デ

ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い

け
ば
、
店
舗
・
営
業
チ
ャ
ネ
ル
の
大

胆
な
効
率
化
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　

期
待
さ
れ
る
第
二
の
効
果
は
、
稼

ぐ
力
（
収
益
）
の
引
上
げ
で
あ
る
。

次
節
で
詳
し
く
見
る
よ
う
に
、
マ
ー

〔図表１〕 金融機関のＡＩ導入状況

（注） 　全体には、その他の金融業態を含む。
（出所） 　金融情報システムセンター「調査研究レポート『金融機関等における

AI実用化に向けた取組み』」（2018年５月18日）および「金融情報システ
ム」（345号）掲載の計数を加工。

〔図表２〕 金融分野におけるＡＩ活用の一例

①顧客対応
• コールセンター業務の支援
• チャットボット（自動会話プログラム）
• ロボットアドバイザー

②市場取引・資産運用
• 為替や株式取引のトレーディング
• 高頻度取引
• ファンドや投信における資産運用

③マーケティング • 金融商品の販売や消費者ローン等の広告

④信用評価（審査） • 融資実行時の審査
• 与信にかかる中間管理

⑤コンプライアンス • 不正取引や不適正な営業活動等の検知
• 取引所における相場操縦行為等の検知

0

25

50

75

100
％

全体 都銀 地銀 第二地銀 信金

上段：検討中
下段：導入済

左 : 2016年度
右 : 2018年度
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ケ
テ
ィ
ン
グ
（
類
型
③
）
や
信
用
評

価
（
類
型
④
）
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
れ

ば
、
新
た
な
顧
客
を
取
り
込
む
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
資
産
運
用

（
類
型
②
）
で
は
、
Ａ
Ｉ
が
大
量
か

つ
多
様
な
情
報
や
デ
ー
タ
を
超
高
速

で
分
析
し
、
機
動
的
に
取
引
を
行
う

こ
と
を
通
じ
て
、
運
用
成
績
が
向
上

す
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
Ａ

Ｉ
の
計
算
結
果
が
人
間
の
発
想
を
超

え
た
革
新
的
な
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
を
創
出
す
る
な
ど
、
今
後
、
新
た

な
収
益
源
を
生
み
出
す
可
能
性
に
も

期
待
し
た
い
。

活
用
の
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ

　

続
い
て
、
Ａ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
で
議
論
さ
れ

た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
類
型
③
）
や

信
用
評
価
（
類
型
④
）
を
例
に
と
り
、

Ａ
Ｉ
活
用
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

少
し
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
（
図
表

４
）。

　

ま
ず
、
例
え
ば
、
各
種
の
個
人
ロ

ー
ン
の
増
強
を
目
的
と
し
て
、
勧
誘

す
べ
き
潜
在
的
借
手
を
「
発
見
」
す

る
た
め
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
年
齢
や
職
業
、
家
族

構
成
と
い
っ
た
属
性
は
も
ち
ろ
ん
、

預
金
取
引
が
あ
れ
ば
預
金
残
高
の
動

き
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
ど
の
人
に
ど

の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
資
金
需
要

が
発
生
し
う
る
か
を
Ａ
Ｉ
に
分
析
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
を

基
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
時
期
を
絞
り

込
ん
だ
情
宣
・
勧
誘
を
行
え
ば
、
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
大
量
に
送
付
す

る
と
い
っ
た
従
来
型
の
方
法
に
比
べ

て
、
よ
り
効
率
的
に
成
果
を
上
げ
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

実
際
、
大
掛
か
り
な
シ
ス
テ
ム
に

よ
ら
ず
、
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
用
い

て
、
こ
う
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手

法
を
確
立
し
、
成
約
率
（
広
告
対
象

者
に
占
め
る
成
約
者
の
割
合
）
が
従

前
の
数
倍
に
な
っ
た
例
も
あ
る
。
当

て
も
な
く
足
で
稼
ぐ
営
業
か
ら
の
脱

却
と
も
言
え
よ
う
。

　

融
資
業
務
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、

Ａ
Ｉ
活
用
の
余
地
が
大
き
い
。
Ａ
Ｉ

Ｗ
Ｓ
で
発
表
し
た
と
お
り
、
金
融
高

度
化
セ
ン
タ
ー
が
り
そ
な
銀
行
、
Ｃ

Ｒ
Ｄ
協
会
と
と
も
に
行
っ
た
共
同
研

究
に
よ
れ
ば
、
預
金
口
座
情
報
（
入

出
金
・
残
高
）
を
ベ
ー
ス
に
財
務
情

報
も
用
い
た
機
械
学
習
モ
デ
ル
に
よ

っ
て
、
デ
フ
ォ
ル
ト
予
測
精
度
が
高

い
信
用
リ
ス
ク
評
価
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

同
研
究
で
は
、
結
果
の
要
因
分
析
が

し
や
す
く
、
従
来
か
ら
リ
ス
ク
管
理

担
当
者
が
扱
い
慣
れ
て
い
る
統
計
モ

デ
ル
（
ロ
ジ
ッ
ト
モ
デ
ル
）
に
よ
っ

て
も
、
こ
れ
と
さ
ほ
ど
遜
色
な
い
予

測
精
度
を
確
保
で
き
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
信
用
評
価
の
分
野
で

は
、
海
外
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
情
報
も

活
用
す
る
例
が
あ
る
な
ど
、
参
照
デ

ー
タ
の
拡
充
・
取
捨
選
択
や
評
価
モ

デ
ル
の
高
度
化
が
、
今
後
と
も
競
争

を
通
じ
て
た
え
ず
進
展
し
て
い
く
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
信
用
リ
ス
ク
評
価
の
手

法
は
、
特
に
不
特
定
多
数
の
潜
在
的

な
顧
客
（
小
規
模
・
零
細
事
業
者
、

個
人
等
）
か
ら
、
小
口
・
短
期
の
融

資
や
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
申
込
み
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
け
付
け
て
、
迅
速

〔図表３〕 ＡＩ活用に期待される効果と課題

期待される
効果

業務の効率化 稼ぐ力（収益）の引上げ

■ 業務量の削減（自動化）
■ コストの削減
■ 業務の均質化
■ 人員の再配置
（収益部門の強化等）

■ 働きやすさ・働きがいの向上

■ 新たな商品・サービスの
開発

■ 運用成績の向上
■ 広告効果の向上
■ 与信機会の拡大、与信コスト
の低減

基礎的収益力の底上げ

課題

費用対効果のバランス

（リソース面） （コンプライアンス面）

■ データの収集・整備
（その前提となるＢＰＲ等）
■ ＩＴ基盤の整備
■ ＡＩ人材の確保・育成

■ 情報・データの管理
（サイバーセキュリティー対策
を含む）

■ 説明責任
■ 判断の適切性の確保
（妥当性・法的責任等）
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ＡＩと協働する金融ビジネス

・
簡
素
な
審
査
を
行
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
と
適
合
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

Ａ
Ｉ
が
申
込
者
の
精
度
の
高
い
信
用

ス
コ
ア
を
た
だ
ち
に
算
出
し
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
最
終
的
に
は
人
間

の
判
断
も
加
味
し
て
融
資
の
可
否
と

金
利
等
の
融
資
条
件
が
速
や
か
に
決

定
さ
れ
る
。
信
用
リ
ス
ク
評
価
の
精

度
向
上
と
迅
速
化
・
簡
素
化
は
、
従

来
の
評
価
手
法
で
は
貸
す
こ
と
が
難

し
か
っ
た
潜
在
的
な
借
手
の
取
込
み

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
貸
し
出
し
た
あ
と
の
中
間

管
理
と
し
て
、
借
手
の
信
用
リ
ス
ク

を
同
様
に
評
価
し
、
デ
フ
ォ
ル
ト
の

予
兆
が
あ
れ
ば
、
経
営
支
援
を
含
め

た
必
要
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
タ
イ
ム
リ

ー
に
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
信
用
コ
ス
ト

の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
、
抑
制
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

地
域
金
融
機
関
が

迫
ら
れ
る
選
択

　

こ
こ
で
、
こ
う
し
た
融
資
業
務
へ

の
Ａ
Ｉ
活
用
の
進
展
が
持
つ
意
味
、

と
り
わ
け
、
地
域
金
融
機
関
へ
の
イ

ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

　

従
来
、
メ
ガ
バ
ン
ク
を
は
じ
め
、

〔図表４〕 ＡＩ活用の具体的なイメージ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

• 顧客属性
（年齢、職業・勤
務年数、家族構
成など）
• 取引状況
（預金、借入れ、
預り資産など）
• ＷＥＢ閲覧履歴
• 接点情報
（ＡＴＭ／ＩＢ
利用履歴など）
• 営業謝絶の有無

など

• 上記の各情報
• 財務データ
• 預金データ
（入出金、残高
など）
• 経理（仕訳）
情報

• ＳＮＳ上の情報
（本人の投稿、
評判など）

• 経済の動向
（マクロ・地域
経済、産業）

＋

〈中間管理〉
• 返済状況

など

信
用
評
価

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
簡
素
な
申
込
み
手
続
き

人
間
に
よ
る
定
性
判
断
な
ど

与
信
審
査

信
用
ス
コ
ア
（
ウ
ォ
ー
ニ
ン
グ
）

中
間
管
理

input

＋

output

output

input

迅速・簡素で、
より精度の高い
信用リスク評価

より効果的な
情宣・勧誘

信用力悪化の
予兆を

タイムリーに
把握

【対象業務】 【参照データ】 【ＡＩ（モデル）】 【アクション】

【統計モデル】

• 線形回帰モデル
• ロジットモデル

など

• 誰に
• いつ
• 何を
（目的別ローン、
投信・保険の販売
など）
• どのように
（メール、インタ
ーネット、郵便、
訪問など）

• 融資の可否、条件
（金額、金利など）
を決定

• 経営支援
• 返済のリスケ

など

【機械学習モデル】

• 決定木モデル
• サポートベクター
マシン
• ランダムフォレスト
• 勾配ブースティング

• ディープラーニング
（深層学習）

など
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ＡＩと協働する金融ビジネス

規
模
の
大
き
な
金
融
機
関
は
、
個
人

や
中
小
・
零
細
企
業
向
け
な
ど
、
手

間
の
か
か
る
小
口
の
融
資
に
は
な
か

な
か
手
が
回
ら
な
い
面
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

営
業
か
ら
審
査
・
中
間
管
理
ま
で
を

一
貫
し
て
効
率
的
に
業
務
運
営
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
、
従
前
の
営
業
エ
リ

ア
を
超
え
て
、
そ
う
し
た
セ
ク
タ
ー

に
新
た
に
進
出
・
注
力
す
る
動
き
が

異
業
種
を
含
め
て
出
て
く
る
の
は
不

思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と

は
、
当
該
セ
ク
タ
ー
を
融
資
対
象
先

と
し
て
き
た
地
域
金
融
機
関
に
と
っ

て
、（
理
屈
の
う
え
で
は
）
一
つ
の

脅
威
と
も
言
え
る
。
仮
に
、
資
金
力

や
Ａ
Ｉ
活
用
に
伴
う
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

に
よ
っ
て
、
低
金
利
を
「
売
り
」
に

し
た
勧
誘
が
行
わ
れ
る
な
ら
ば
、
な

お
さ
ら
だ
。

　

万
一
そ
の
よ
う
な
事
態
が
想
定
さ

れ
る
と
す
れ
ば
、
地
域
金
融
機
関
は

ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
。
選
択

肢
は
い
く
つ
か
あ
る
。
自
ら
も
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
・
レ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
地
元
外
も
含
め
て
手
掛
け

る
の
か
。
そ
の
場
合
、
コ
ス
ト
を
か

け
て
ほ
か
と
差
別
化
で
き
る
、
よ
り

精
度
の
高
い
Ａ
Ｉ
を
開
発
す
る
の
か
。

あ
る
い
は
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
化
（
を

待
っ
て
価
格
が
低
下
）
し
た
Ａ
Ｉ
を

導
入
し
、
金
利
面
か
ら
攻
勢
に
対
抗

す
る
の
か
。

　

こ
れ
に
対
し
、
金
利
や
手
軽
さ
以

外
の
面
で
地
元
顧
客
の
「
つ
な
ぎ
留

め
」
を
図
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

例
え
ば
、
地
域
密
着
の
強
み
や
「
目

利
き
」
の
力
を
生
か
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
親
身
に
融
資
や
経
営
に
関
す

る
相
談
に
乗
っ
た
り
、
入
念
な
予
兆

管
理
の
も
と
、
適
時
適
切
に
経
営
支

援
に
着
手
す
る
な
ど
、
丁
寧
な
リ
レ

ー
シ
ョ
ン
（
顧
客
の
頼
り
に
な
る
こ

と
）
を
「
売
り
」
に
す
る
こ
と
も
一

つ
の
戦
略
だ
。

活
用
に
向
け
て
の

課
題
と
期
待

　

わ
が
国
の
金
融
機
関
が
働
き
が
い

の
あ
る
職
場
と
な
り
、
生
産
性
の
高

い
金
融
機
能
を
し
っ
か
り
と
発
揮
し

て
い
く
う
え
で
、
人
間
と
Ａ
Ｉ
の
協

働
は
欠
か
せ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

長
い
目
で
見
た
費
用
対
効
果
も
踏
ま

え
、
各
金
融
機
関
が
ニ
ー
ズ
や
目
的

に
照
ら
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
の
丈

に
合
っ
た
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
用
途
に

も
よ
る
が
、
必
ず
し
も
重
厚
な
シ
ス

テ
ム
は
要
ら
な
い
。
外
部
委
託
や
共

同
化
も
選
択
肢
だ
。

　

も
っ
と
も
、
Ａ
Ｉ
を
よ
り
効
果
的

に
活
用
し
て
い
く
た
め
の
課
題
も
少

な
く
な
い
。
な
か
で
も
、
デ
ー
タ
の

整
備
は
最
初
に
直
面
す
る
壁
だ
ろ
う
。

多
種
多
様
で
膨
大
な
紙
の
情
報
を
デ

ジ
タ
ル
化
し
、
外
部
デ
ー
タ
も
取
り

込
み
つ
つ
、
規
格
を
整
え
て
一
元
化

す
る
こ
と
が
理
想
だ
が
、
そ
れ
に
は

相
応
の
時
間
と
マ
ン
パ
ワ
ー
を
要
す

る
。

　

ま
た
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
対
策
を
含
め
、
集
積
し
た
デ
ー
タ

や
関
連
シ
ス
テ
ム
の
厳
重
な
管
理
が

不
可
欠
だ
。
情
報
が
漏
洩
し
た
場
合

の
影
響
・
リ
ス
ク
が
大
き
い
。
Ａ
Ｉ

活
用
に
伴
う
法
的
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
面
で
の
体
制
整
備
も
必
要
に
な

る
。
人
材
の
育
成
も
欠
か
せ
な
い
。

　

い
ず
れ
も
軽
い
課
題
で
は
な
い
が
、

低
金
利
環
境
の
長
期
化
や
人
口
・
企

業
数
の
減
少
が
続
く
も
と
で
基
礎
的

収
益
力
の
低
下
傾
向
が
続
く
金
融
機

関
に
と
っ
て
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
将
来

を
見
据
え
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
に
値

す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ

ろ
う
。

　

金
融
高
度
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
引

き
続
き
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
を
通

じ
て
、
金
融
機
関
に
よ
る
Ａ
Ｉ
活
用

の
推
進
を
支
援
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

（
本
稿
の
内
容
と
意
見
は
筆
者
個
人
に
属

す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
銀
行
の
公
式
見

解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
）

（
注
）　

Ａ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
の
模
様
や
、
Ａ
Ｉ
活
用

に
関
す
る
基
礎
的
な
論
考
で
あ
る
拙

稿
「
金
融
分
野
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用

の
現
状
と
課
題
」
は
、
日
本
銀
行
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
金
融
シ
ス
テ
ム
↓

金
融
高
度
化
セ
ン
タ
ー
↓
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
開
催
一
覧
／
金
融
高
度
化
関

連
寄
稿
等
一
覧
）
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
本
稿
と
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た

い
。

か
ん
の
　
ひ
ろ
ゆ
き

宮
城
県
出
身
。
東
北
大
法
学
部
卒
。

京
都
大
法
学
修
士
。
91
年
日
本
銀
行

入
行
。
大
阪
支
店
営
業
課
長
、
企
画

局
企
画
調
整
課
長
、
業
務
局
総
務
課

長
、
福
島
支
店
長
を
経
て
、
18
年
金

融
機
構
局
審
議
役
（
局
内
組
織
運
営

・
信
用
政
策
企
画
）
兼
金
融
高
度
化

セ
ン
タ
ー
長
。
16
〜
17
年
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
客
員
研
究
員
。
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